
  

１．平成22年12月期第３四半期の連結業績（平成22年１月１日～平成22年９月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成22年12月期の連結業績予想（平成22年１月１日～平成22年12月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 
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  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

22年12月期第３四半期  6,936  32.8  405  －  396  －  369  －

21年12月期第３四半期  5,224  △27.6  △663  －  △588  －  △1,081  －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

22年12月期第３四半期  108  58  －  －

21年12月期第３四半期  △318  17  －  －

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

22年12月期第３四半期  14,184  6,311  44.5  1,856  39

21年12月期  12,871  5,986  46.5  1,760  74

（参考）自己資本 22年12月期第３四半期 6,311百万円 21年12月期 5,986百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

21年12月期        －       －      － 0 00  0  00

22年12月期        －       －       

22年12月期（予想）          － 10 00  10  00

  （％表示は、対前期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期  10,816  25.9  424  －  436  －  306  －  90  17

                  



４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．３「その他の情報」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：無 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、四半期財務諸表に対する四半期レビュー手続きが実施中です。  

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。  

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年12月期３Ｑ 3,400,000株 21年12月期 3,400,000株

②  期末自己株式数 22年12月期３Ｑ 276株 21年12月期 186株

③  期中平均株式数（四半期累計） 22年12月期３Ｑ 3,399,770株 21年12月期３Ｑ 3,399,864株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期累計期間における世界経済は、各国の景気刺激策により回復基調となりましたが、本格的な実体経

済の改善には至っておらず、また一部の国のソブリンリスクが表面化し,通貨安競争も続いており、厳しい状況が

続きました。日本経済も円の高止まりのなか、さらに円高が進み企業収益や設備投資も低迷し、予断の許さない状

況が続きました。 

 当社グループが属する電子機器業界におきましては、アジア向け輸出に支えられて着実に回復してきております

が、為替の急激な変動や株安により、先行きは厳しい状況となっています。  

 このような経営環境のなか、当社グループは液晶、半導体製造装置の営業強化、新規装置開発に取り組んでまい

り、新規装置の受注、売上も計上されてきており、さらに昨年より実施している原価低減、経費削減の成果も徐々

に出始めました。当第３四半期累計期間の売上高は前年同期に比べ1,711百万円増収の6,936百万円(前年同期比

32.8％増)、営業利益405百万円(前年同期は営業損失663百万円)、経常利益396百万円(前年同期は経常損失588百万

円)、四半期純利益369百万円(前年同期は四半期純損失1,081百万円)となりました。 

事業の種類別セグメントの情報は以下のとおりです。 

(プロセス機器事業) 

 液晶製造装置部門につきましては、受注製造装置の製造は順調に進み、現在装置の海外設置、検収がピークとな

っております。当第３四半期累計期間の売上高は前年同期に比べ396百万円減収の3,239百万円になりました。半導

体関連機器につきましては、韓国、台湾の設備投資が本格的に回復し、前年同期に比べ1,862百万円増収の2,475百

万円となりました。 

 以上の結果、プロセス機器事業の当第３四半期累計期間の売上高は前年同期に比べ1,466百万円増収の5,714百万

円になりました。利益につきましては、原価低減、経費削減の成果が出始め、営業利益は394百万円(前年同期は営

業損失526百万円)となりました。 

(金型・樹脂成形事業) 

 金型・樹脂成形事業は、デジタル家電製品向けなどの材料を主体として、昨年後半より回復しておりますが、製

品価格については厳しい状態が続いております。当第３四半期累計期間の売上高は前年同期に比べ245百万円増収

の1,222百万円、営業利益は11百万円(前年同期は営業損失136百万円)となりました。  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

(流動資産) 

 当第３四半期累計期間末の流動資産は、前期末に比べ1,567百万円増加し10,197百万円となりました。これは主に

「仕掛品」の増加額2,340百万円及び「受取手形及び売掛金」の減少額799百万円によるものであります。 

(固定資産) 

 当第３四半期累計期間末の固定資産は、前期末に比べ253百万円減少し3,987百万円となりました。これは主に

「有形固定資産」の減少額234百万円によるものであります。 

(流動負債） 

 当第３四半期累計期間末の流動負債は、前期末に比べ1,106百万円増加し6,561百万円となりました。 

これは主に「前受金」の増加額1,952百万円及び「支払手形及び買掛金」の減少額589百万円によるものでありま

す。 

(固定負債) 

 当第３四半期累計期間末の固定負債は、前期末に比べ117百万円減少し1,311百万円となりました。これは主に

「長期借入金」の減少額346百万円及び「退職給付引当金」の増加額222百万円によるものであります。 

(純資産） 

 当第３四半期累計期間末の純資産は、前期末に比べ325百万円増加し6,311百万円となりました。これは主に「利

益余剰金」の増加額369百万円によるものであります。第３四半期の自己資本比率は44.5%になりました。  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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(キャッシュ・フローの状況) 

 当第３四半期累計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」)の残高は、前第３四半期累計期間より321百万

円減少し1,591百万円となりました。 

 当第３四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果得られた資金は422百万円（前年同期は625百万円の収入）となりました。これは主に「売上債

権」及び「前受金」の増加、「たな卸資産」及び「仕入債務」の減少によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は232百万円（前年同期は201百万円の支出）となりました。これは主に「有価証

券」の取得による支出、「有価証券」の償還による収入によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は531百万円（前年同期は430百万円の支出）となりました。これは主に「短期借入

金」の減少及び「長期借入金」の返済による支出によるものであります。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成22年12月期の業績予想につきましては、平成22年7月26日公表いたしました「特別損失の計上及び繰延税金

資産の計上並びに平成22年12月期第2四半期累計期間及び通期業績予想の修正に関するお知らせ」から変更はあり

ません。 

  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①たな卸資産の評価方法 

 当第３四半期連結会計期間末のたな卸資産の算出につきましては、実地たな卸を省略し、前連結会計年度末

の実地たな卸高を基礎として合理的に算出しております。 

②固定資産の減価償却費の計算方法 

 固定資産の年度中の取得、売却及び除却等の見積りを考慮した予算を策定しているため、当該予算に基づく

年間償却額を期間按分して算定しております。  

③税金費用の計算方法 

 税金費用については、四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実行税率を乗じて計算しております。なお、

法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。  

   

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

該当事項はありません。  

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当事項はありません。  

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,597,743 2,074,767

受取手形及び売掛金 1,816,341 2,615,948

有価証券 710,857 461,656

商品及び製品 90,218 81,986

仕掛品 5,223,841 2,883,584

原材料及び貯蔵品 302,923 330,377

繰延税金資産 290,009 112,394

その他 221,910 116,712

貸倒引当金 △56,592 △47,289

流動資産合計 10,197,253 8,630,138

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 3,848,811 3,854,283

減価償却累計額 △1,977,689 △1,877,530

建物及び構築物（純額） 1,871,121 1,976,753

機械装置及び運搬具 1,705,716 1,718,615

減価償却累計額 △1,238,103 △1,128,816

機械装置及び運搬具（純額） 467,613 589,798

その他 1,633,283 1,620,760

減価償却累計額 △541,505 △521,839

その他（純額） 1,091,777 1,098,920

有形固定資産合計 3,430,512 3,665,472

無形固定資産   

ソフトウエア 29,041 30,888

その他 5,844 5,844

無形固定資産合計 34,886 36,733

投資その他の資産   

投資有価証券 422,857 438,872

繰延税金資産 432 469

その他 98,524 109,216

貸倒引当金 － △9,610

投資その他の資産合計 521,814 538,948

固定資産合計 3,987,212 4,241,154

資産合計 14,184,466 12,871,293
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,072,231 2,661,361

短期借入金 475,033 661,856

未払金 300,202 387,515

未払法人税等 18,011 30,681

前受金 3,491,387 1,539,127

製品保証引当金 65,595 50,861

賞与引当金 125,086 13,710

その他 14,422 110,769

流動負債合計 6,561,969 5,455,883

固定負債   

長期借入金 379,400 725,682

退職給付引当金 669,639 447,036

役員退職慰労引当金 252,485 242,540

その他 9,761 13,952

固定負債合計 1,311,286 1,429,211

負債合計 7,873,255 6,885,094

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,395,240 1,395,240

資本剰余金 1,909,398 1,909,398

利益剰余金 3,103,555 2,734,410

自己株式 △551 △459

株主資本合計 6,407,642 6,038,588

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △8,949 △1,234

為替換算調整勘定 △87,481 △51,156

評価・換算差額等合計 △96,431 △52,390

純資産合計 6,311,210 5,986,198

負債純資産合計 14,184,466 12,871,293
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 5,224,644 6,936,640

売上原価 4,850,207 5,124,174

売上総利益 374,437 1,812,466

販売費及び一般管理費 1,037,984 1,406,506

営業利益又は営業損失（△） △663,546 405,959

営業外収益   

受取利息 4,482 4,894

受取賃貸料 12,062 11,382

受取手数料 2,440 3,285

保険解約返戻金 62,350 －

為替差益 8,719 －

その他 10,326 5,170

営業外収益合計 100,381 24,732

営業外費用   

支払利息 24,950 13,480

為替差損 － 20,033

その他 648 796

営業外費用合計 25,598 34,310

経常利益又は経常損失（△） △588,763 396,381

特別利益   

固定資産売却益 307 546

賞与引当金戻入額 15,425 －

貸倒引当金戻入額 － 1,970

関係会社株式売却益 100 －

特別利益合計 15,832 2,517

特別損失   

固定資産売却損 16 9

固定資産除却損 857 1,183

投資有価証券評価損 27,952 7,407

賃貸借契約解約損 11,394 －

損害賠償金 7,968 －

退職給付制度改定損 － 176,182

特別損失合計 48,187 184,782

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△621,118 214,116

法人税等 460,617 △155,028

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,081,736 369,144
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△621,118 214,116

減価償却費 321,038 309,640

売上債権の増減額（△は増加） 1,736,446 791,992

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,491,013 △2,328,670

仕入債務の増減額（△は減少） △1,963,718 △581,323

前受金の増減額（△は減少） △519,522 1,952,854

その他 197,997 102,672

小計 642,136 461,281

法人税等の還付額 1,487 －

法人税等の支払額 － △34,960

その他の支出 △17,765 △3,395

営業活動によるキャッシュ・フロー 625,857 422,926

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の取得による支出 － △502,935

有形固定資産の取得による支出 △182,939 △81,499

有形固定資産の売却による収入 － 1,787

無形固定資産の取得による支出 △10,629 △6,955

有価証券の償還による収入 － 250,000

その他 △7,454 106,800

投資活動によるキャッシュ・フロー △201,023 △232,800

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △470,388 △113,019

長期借入れによる収入 500,000 －

長期借入金の返済による支出 △455,052 △417,267

長期未払金の増減額（△は減少） △4,093 －

配当金の支払額 △617 △886

その他 － △91

財務活動によるキャッシュ・フロー △430,150 △531,263

現金及び現金同等物に係る換算差額 △10,827 △39,261

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △16,144 △380,399

現金及び現金同等物の期首残高 1,929,220 1,971,764

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,913,076 1,591,364
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該当事項はありません。  

  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第３四半期連結会計期間（自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日） 

当第３四半期連結会計期間（自 平成22年７月１日 至 平成22年９月30日） 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年９月30日） 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
プロセス
機器事業 
（千円） 

金型・樹脂
成形事業 
（千円） 

合計
  

（千円） 

消去又は全社 
  

（千円） 

連結
  

（千円） 

売上高                              

(1）外部顧客に対する売上高  1,911,924  467,386  2,379,311  －  2,379,311

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高 
 －  －  －  －  －

計  1,911,924  467,386  2,379,311  －  2,379,311

営業費用  1,997,833  448,766  2,446,599  －  2,446,599

営業利益又は営業損失（△）  △85,908  18,620  △67,287  －  △67,287

  
プロセス
機器事業 
（千円） 

金型・樹脂
成形事業 
（千円） 

合計
  

（千円） 

消去又は全社 
  

（千円） 

連結
  

（千円） 

売上高                              

(1）外部顧客に対する売上高  2,174,097  443,216  2,617,314  －  2,617,314

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高 
 －  －  －  －  －

計  2,174,097  443,216  2,617,314  －  2,617,314

営業費用  1,981,277  421,974  2,403,251  －  2,403,251

営業利益  192,820  21,242  214,062  －  214,062

  
プロセス
機器事業 
（千円） 

金型・樹脂
成形事業 
（千円） 

合計
  

（千円） 

消去又は全社 
  

（千円） 

連結
  

（千円） 

売上高                              

(1）外部顧客に対する売上高  4,247,460  977,184  5,224,644  －  5,224,644

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高 
 －  －  －  －  －

計  4,247,460  977,184  5,224,644  －  5,224,644

営業費用  4,774,336  1,113,854  5,888,191  －  5,888,191

営業損失（△）  △526,876  △136,669  △663,546  －  △663,546
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当第３四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年９月30日） 

 （注）１．事業区分の方法 

事業は、製品の系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。 

２．各区分に属する主要な製品  

３．会計処理の変更 

（たな卸資産の評価に関する会計基準）  

 前第１四半期連結累計期間より、四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記

載のとおり、「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日公表分）を

適用しております。この変更による各セグメントの営業損失に与える影響はありません。 

（リース取引に関する会計基準） 

 前第１四半期連結累計期間より四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載

のとおり、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号）及び「リース取引に関する会計基準

の適用指針」（企業会計基準適用指針第16号）を早期適用しております。この変更による各セグメントの

営業損失に与える影響は、当該取引がないためありません。   

  
プロセス
機器事業 
（千円） 

金型・樹脂
成形事業 
（千円） 

合計
  

（千円） 

消去又は全社 
  

（千円） 

連結
  

（千円） 

売上高                              

(1）外部顧客に対する売上高  5,714,329  1,222,311  6,936,640  －  6,936,640

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高 
 －  －  －  －  －

計  5,714,329  1,222,311  6,936,640  －  6,936,640

営業費用  5,319,797  1,210,883  6,530,681  －  6,530,681

営業利益  394,531  11,428  405,959  －  405,959

事業区分 主要製品 

プロセス機器事業 液晶製造装置、半導体製造装置、搬送装置等 

金型・樹脂成形事業 樹脂成形品、金型等 
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 〔所在地別セグメント情報〕 

前第３四半期連結会計期間（自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日） 

当第３四半期連結会計期間（自 平成22年７月１日 至 平成22年９月30日） 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年９月30日） 

  
日本 

（千円） 
北米

（千円） 
アジア
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結
（千円） 

 売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  1,615,762  641,755  121,793  2,379,311  －  2,379,311

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 552,328  241  9,400  561,970  △561,970  －

計  2,168,091  641,996  131,193  2,941,281  △561,970  2,379,311

営業費用  2,302,827  579,080  134,582  3,016,490  △569,890  2,446,599

営業利益又は営業損失（△）  △134,736  62,916  △3,388  △75,208  7,920  △67,287

  
日本 

（千円） 
北米

（千円） 
アジア
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結
（千円） 

 売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  2,453,166  40,985  123,161  2,617,314  －  2,617,314

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 61,618  503  33,006  95,129  △95,129  －

計  2,514,785  41,489  156,168  2,712,443  △95,129  2,617,314

営業費用  2,306,902  39,983  154,689  2,501,575  △98,323  2,403,251

営業利益  207,882  1,505  1,479  210,867  3,194  214,062

  
日本 

（千円） 
北米

（千円） 
アジア
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結
（千円） 

 売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  4,284,081  699,167  241,396  5,244,644  －  5,224,644

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 605,586  241  14,892  620,719  △620,719  －

計  4,889,667  699,408  256,288  5,845,364  △620,719  5,224,644

営業費用  5,583,338  629,247  306,944  6,519,531  △631,339  5,888,191

営業利益又は営業損失（△）  △693,670  70,160  △50,656  △674,166  10,620  △663,546
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当第３四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年９月30日） 

 （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２．日本以外の区分に属する主な国又は地域 

  （１）北米…アメリカ 

  （２）アジア…中国 

３．会計処理の変更 

（たな卸資産の評価に関する会計基準）  

 前第１四半期連結累計期間より、四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記

載のとおり、「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日公表分）を

適用しております。この変更による各セグメントの営業損益に与える影響はありません。 

（リース取引に関する会計基準） 

 前第１四半期連結累計期間より四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載

のとおり、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号）及び「リース取引に関する会計基準

の適用指針」（企業会計基準適用指針第16号）を早期適用しております。この変更による各セグメントの

営業損益に与える影響は、当該取引がないためありません。   

  
日本 

（千円） 
北米

（千円） 
アジア
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結
（千円） 

 売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  6,387,523  195,161  353,955  6,936,640  －  6,936,640

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 197,621  1,566  78,323  277,511  △277,511  －

計  6,585,145  196,727  432,278  7,214,152  △277,511  6,936,640

営業費用  6,210,939  175,178  429,976  6,816,094  △285,413  6,530,681

営業利益  374,206  21,549  2,301  398,057  7,902  405,959
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〔海外売上高〕 

前第３四半期連結会計期間（自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日） 

当第３四半期連結会計期間（自 平成22年７月１日 至 平成22年９月30日） 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年９月30日） 

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年９月30日） 

 （注）１．地域は、地理的近接度により区分しております。 

２．各区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。 

（１）北米……アメリカ 

（２）アジア…中国、韓国、台湾  

３. 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

  

  

該当事項はありません。 

  

  北米 アジア その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高     （千円）  640,549  143,208  1,332  785,090

Ⅱ 連結売上高     （千円）  －  －  －  2,379,311

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の

割合（％） 
 26.9  6.0  0.1  33.0

  北米 アジア その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高     （千円）  36,998  123,924  3,224  164,147

Ⅱ 連結売上高     （千円）  －  －  －  2,617,314

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の

割合（％） 
 1.4  4.7  0.1  6.3

  北米 アジア その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高     （千円）  685,728  277,361  5,637  968,727

Ⅱ 連結売上高     （千円）  －  －  －  5,224,644

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の

割合（％） 
 13.1  5.3  0.1  18.5

  北米 アジア その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高     （千円）  182,037  1,129,426  16,910  1,328,374

Ⅱ 連結売上高     （千円）  －  －  －  6,936,640

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の

割合（％） 
 2.6  16.3  0.2  19.2

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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 当社は、平成22年６月14日の取締役会において、平成23年１月１日より現行の適格年金制度を廃止し、確定拠

出年金制度へ移行することを決議したことにより、「適格年金制度間の移行等に関する会計処理」（企業会計基

準適用指針第１号）を適用し、退職給付制度の終了の処理を行います。 

 また、「退職給付制度間の移行等の会計処理に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第２号）に従い、本移

行に伴う影響額の見積額176,182千円を当第２四半期連結会計期間の特別損失として計上しております。 

     

  

〔受注の状況〕 

当第３四半期連結累計期間の受注状況を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

  （注） 上記の金額には消費税等は含まれておりません。 

  

  

（７）追加情報

４．補足情報

事業の種類別セグメントの名称 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成22年１月１日 
至 平成22年９月30日） 

受注高
（千円） 

前年同期比（％）
受注残高 
（千円） 

前年同期比（％）

プロセス機器事業  5,952,544  181.7  5,890,495  123.2

  液晶製造装置  3,541,124  133.4  4,593,701  115.9

  半導体関連機器  2,411,420  387.1  1,296,793  158.1

金型・樹脂成形事業  1,297,420  125.6  236,841  143.4

合計  7,249,965  168.2  6,127,337  123.8
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